
 

 

 

 

 

 

言葉 
 

〇体育祭の数日前に話した、３年生体育祭実行委員の言葉を紹介します。 

・成人式で語れる体育祭にしたい。 

・体育祭は授業の延長線上にある。普段、授業で頑張っている姿を体育祭で見てもらいたい。保護者の方にも、地域の

方にも。まずは、元気に声を出すことが大切。 

・高いレベルの体育祭を行いたい。新たに歴史をつくりたい。１年生、２年生が高いレベルで超えられないくらい。その一

方で、１、２年生が３年生になったときに、もし超えてくれればそれはそれでうれしいし、ものすごく達成感を持ってもらえる

と思う。そのことが、さらに新しい歴史をつくることになる。 

・俺は、「〇〇のせいで負けた」と言ってほしくない。嫌だ。競技、体育祭はみんなでつくるもの。一人一人はその一員。そう

考えれば、〇〇のせいだなどと言いたくない。 

・実行委員として言葉を選んで、みんなを引っ張りたい。言葉は大切。３年生だから、実行委員だから、格好をつけたい、

威張りたいなどと思ったが、そうではなかった。いろいろあるけれど、楽しい気持ち、優しい気持ちになれることが大切。全員

が楽しめることが大切。そのためには言い方が大切。「早く来いよ」じゃなくて「急ごう！一緒に頑張ろう！」だ。 

・みんなでつくる体育祭、みんなで楽しくやる体育祭がどんなによいものなのかを後輩にも見てもらいたい。 

・練習から全力でできるように支えるのが実行委員の役割。みんなで頑張れる雰囲気をつくる。 

・今一つ気持ちが乗れない仲間がいるのも事実。鶴中の一員として引っ張りたい。それがもし３年生にいるのだとしたら、

すごく思い出に残る体育祭にして、それをきっかけにして３年生が一つの気持ちで進路を切り開いて、そして卒業式を迎え

られるようにしたい。 

・すでに練習の時から全力でやってきたので、私は当日泣ける自信がある。 

・走りが速いとかではなく、努力は報われるまでやる。３年間で得たもの、得た力を発 

揮してほしい。２年生、１年生の実行委員にも、もっともっと活躍の場面をつくること 

によって、スポットを当てる必要がある。それが鶴中の伝統になり、歴史をつくれる。 

・体育祭はひとつの作品である。 

 

人はひとりで生きていると「ヒト」ですが、喜ばれるように生きていくと、人と人の「間」で生きる「人間」に変わります。 

人の間で生きるということは、「自分が必要とされている」ということです。 

「人間」の生きる目的は、ほしいものを得たり、何かを成し遂げたりすることではなく、「人の間で喜ばれる存在になること」

「『ありがとう』と言われる存在になること」にほかなりません。 

発する言葉や表情、思っていることなど、その人のふるまいが「まわりを喜ばせるもの」になっていれば、投げかけた結果とし

て、まわりの人があなたにとっての「よき仲間」になってくれるでしょう。 

実行委員の言葉や思いからも、何かを感じ取ってもらえたら、それは大変にうれしいことです。 

 

 

 

 

【感謝とお礼】保護者の皆様、地域の皆様、体育祭をご観覧・ご協力をいただき、ありがとうございました。当日にお
手伝いをいただいた PTAの皆様、お力を貸していただき感謝申し上げます。また、近隣地域の皆様、練習期間を含めご

迷惑をおかけいたしました。こうして、多くの皆様に支えていただいた体育祭をとおして、地域の子どもたちである鶴

中生は、一回りも二回りも成長したことを実感できました。 

保護者や地域の皆様のご協力をいただくことで、充実した教育活動ができることに、改めて厚くお礼を申し上げます。 

校長  鈴 木 英 顕 

鶴 川 中 学 校だより 
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体育祭の一場面（本文とは関係ありません） 



１０月１２日（土）、体育祭を開催しました。 

７日月曜日の６校時、全校練習の日のこと。集合、整列から全体指揮、練習に至るまで、実行委員が取り仕切

り、それに全校生徒が協力をするという見事な光景を見ることができました。これは素晴らしい体育祭になるに

違いないと感じました。このことは、１０日の予行練習でも本番と見紛うほど、全力さを感じました。 

さて、当日。全力を尽くした競技や係の活動。また、精一杯の応援は、決して自身のクラスや学年だけではあ

りませんでした。フェアプレーの精神や相手を尊重する気持ち、さらに自分以外の人に対して感謝の気持ちをも

てる鶴中生でした。ある実行委員の言葉を借りれば、「体育祭」という一つの作品を、全校生徒でつくり上げる

ことができたといってよい「体育祭」でした。 

ですから、それを成し遂げたすべての鶴中生のみなさんを誇りに思います。とても、よくがんばりました。 

＊写真は、本番当日と思わせるような、全校練習の一場面です。 

 

 

 

『盛者必勝』 ― 勝利の道も一歩から ―   

 

「講演」と「走り方教室」  関根花観さん 
９月 27 日（金）、2016リオデジャネイロオリンピック陸上

競技 10000m日本代表選手の関根花観さんをお招きして、講          
演とランニングの実技指導 
をしていただきました。 
講演では鶴中生に大切に 

してほしい「８つのキーワ 
ード」を話していただきま
した。 
その後、走るポイントや

コツを学年ごとに教えてい
ただき、体育祭に活かすこ
とができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月  1日（金） 連合マラソン大会（I組） 

11月  6日（水） 市内中学校教員研修会 

11月  7日（木） 連合音楽祭（合唱） 

11月 12日（火） 第３回定期考査（～14日） 

11月 15日（金） 復習確認テスト 

11月 18日（月） 朝礼 

11月 19日（火） 避難訓練 

11月 22日（金） 一斉委員会 

11月 25日（月） 生徒会朝礼 

11月 28日（木） 連合移動教室（I組） 

鶴中の学校生活 

１１月 のおもな予定 

閉会式後に笑顔いっぱいで撮影しました 

鶴中の部活動の活躍 
 
バドミントン部 
第７ブロックバドミントン新人大会 

男子団体    優勝 

男子シングルス 第３位 2年生 

 

男子硬式テニス部 
男子シングルス 

東京都大会に出場決定 

 

剣道部 
第 7ブロック大会 女子団体 準優勝 

東京都大会に出場決定 

 

水泳部 
第 72回東京都水泳競技大会 

・学位年別 50ｍバタフライ  

第 1位 2年生 

記録 28秒 07（大会新記録） 

・学年別 400ｍ自由形 

第 2位 2年生 

記録 4分 22秒 82 

 


